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減損損失の計上、並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、ゴルフ場に係る減損損失(特別損失)を計上すること、及び 2018年
10月 30日付「2018年９月期 決算短信[日本基準](非連結)」で公表いたしました 2019年９月期の業績予想
について下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

１．減損損失の発生 
当社のゴルフ事業の収益性の低下により、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、同事業用の固定資産

について減損の兆候が認められたため回収可能性を検討した結果、回収可能価額が簿価を下回ったことから、
回収可能価額と簿価との差額707百万円を減損損失として2019年９月期第４四半期会計期間において計上いた
しました。 

 

２． 2019年９月期 通期個別業績予想数値の修正（2018年10月１日～2019年９月30日） 

                                            営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回予想（Ａ） 
百万円 

５，７００  
百万円 

２９０  
百万円 

４４０  
百万円 

１，０５０  
円  銭 

７５１．８９  

今回修正（Ｂ） ５，３９９  １６０  ３６１  ３０２  ２１６．９４  

増減額（Ｂ－Ａ） △３００  △１２９    △７８    △７４７    － 

増 減 率（％） △５．３ △４４．６ △１７．８ △７１．１ － 

(ご参考)前期実績 
(2018年９月期) 

５，３３５  ２２７  ４３１  ３４２  ２４５．０２  

 

３． 修正理由 
当社は、2017年９月期を始期とし2019年９月期までの３ケ年中期経営計画に基づき、各事業がそれぞれの特

性に応じた施策の推進に努めてまいりました。 
その結果、施策面においては、保険事業でのお客様ニーズに的確に対応した提案活動等による取引拡大、不

動産事業での銀座ホウライビル譲渡後の代替資産の一部購入など不動産ポートフォリオ見直しの進展、また千
本松事業（千本松牧場・ゴルフ事業）では千本松牧場の乳製品ブランドの更なる浸透、ゴルフ場のコースコン
ディションやお客様へのサービス品質向上など着実に成果が出てきております。 
当事業年度の業績面では、不動産事業を除くすべての事業部で営業収益は前期を上回り、営業総利益も保険

事業・千本松牧場が減益となりますが不動産事業・ゴルフ事業の増益がカバーし、営業収益・営業総利益につ
いては、全体で増収・増益を確保する見込みです。しかしながら、計画比では売却した銀座ホウライビルの代
替資産購入の遅れにより、銀座ホウライビルの賃料収入の減少をカバーするには至らなかったこと、千本松事
業における施策の効果が十分に収益力の強化に反映されてきていないことによる影響や、ゴルフ場の減損損失
計上も加わったことにより、営業収益～当期純利益まで前回予想を下回る見通しとなりましたので、通期の業
績予想を上記のとおり修正いたします。 

 
以  上 


